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平成28年 元旦

　

和
泉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
利
用
者
が

年
賀
状
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
年
賀
状
作
り
は
、
師
走
の
恒
例

行
事
で
、
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
年
賀

は
が
き
に
家
族
へ
の
思
い
や
、
来
年
の

干
支
の
猿
の
絵
な
ど
を
書
き
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

で
き
上
が
っ
た
年
賀
状
は
、
年
始
に

配
達
さ
れ
る
よ
う
に
準
備
し
、
ご
家
庭

へ
配
達
さ
れ
ま
す
。

思い思いに作ったざ！

～和泉デイサービスセンターで
　年賀状作り～



（２）第195号平成28年（2016年）１月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
よ
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
で
の
支
え

合
い
、
助
け
合
い
の
体
制
づ
く
り
は

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
住
民
相
互
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、
様

々
な
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
期
待
に
的
確
に
応
え
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
御
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
大
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
よ
る

人
口
構
成
の
変
化
や
家
族
形
態
、
地

域
基
盤
の
変
化
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら

す
社
会
で
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
て

お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
生
じ

た
ほ
こ
ろ
び
や
生
活
困
窮
の
拡
大
な

ど
新
た
な
福
祉
課
題
へ
の
的
確
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
お

い
て
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が
最

も
適
切
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う
留

意
し
な
が
ら
、
住
民
が
自
立
し
た
生

活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
事
項
と
し
て

市
民
の
期
待
に
応
え
る

　
　
　
　
　
　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

社
会
福
祉
法
人

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
金　

森　

閲　

治

大
変
多
く
の
善
意
の
募
金
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
野
市
で
集
ま
り
ま
し
た
皆
さ
ま

の
尊
い
浄
財
は
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
大
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地

域
福
祉
活
動
や
各
種
団
体
に
よ
る
福

祉
事
業
に
配
分
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

こ
の
募
金
が
、
皆
さ
ま
の
や
さ
し
さ

と
思
い
や
り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、

よ
り
一
層
地
域
に
根
付
い
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
い
募
金
運
動
に
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
自
分
の
ま
ち
を
良
く

す
る
仕
組
み
と
い
う
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
い
た
大
野
市
区
長
連
合
会
、

大
野
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
並
び
に
事
業
所
の
皆
さ

ま
に
地
域
、
職
域
、
街
頭
で
募
金
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
、

多
く
の
善
意
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

大
野
市
共
同
募
金
委
員
会

会
長
　
安　

川　
　
　

勲

赤い羽根共同募金の
実績中間報告

皆さまにご協力いただいています
赤い羽根共同募金の実績中間報告です。

ご協力ありがとうございます。
（平成27年12月10日現在）

一般募金 歳末募金

戸　　別 4,468,500円 778,900円

街　　頭 207,699円 30,000円

企　　業 1,114,000円 　

職　　域 295,940円 　

学　　校 12,626円 　

イベント 204,896円 　

個人団体 32,000円 41,903円

そ の 他 79,838円 900円

合　　計 6,415,499円 851,703円

※目標額 6,641,000円 1,150,000円



　

９
月
26
日（
土
）、
多
田
記
念
大
野

有
終
会
館
３
階
で
、
平
成
27
年
度
大

野
市
社
会
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
市

民
約
３
０
０
人
が
参
加
。

　

最
初
に
式
典
が
行
わ
れ
、
国
歌
斉

唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
の
後
、
奥
越

明
成
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
部
長
の

平
田
絵
里
香
さ
ん
の
先
導
の
も
と
、

来
場
者
全
員
で
大
野
市
民
憲
章
と
大

野
市
教
育
理
念
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
金
森
閲
治
大
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
及
び
岡
田
高
大
大

野
市
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
社
会
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功

労
者（
４
人
）・
地
域
福
祉
推
進
功
労

者（
７
人
）・
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

（
１
人
）
の
各
表
彰
と
、
金
品
寄
付
の

感
謝
状
贈
呈（
２
人
・
２
団
体
）が
行

わ
れ
、
大
野
市
議
会
議
長
な
ど
来
賓

の
方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

式
典
の
後
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
題
し
て
、
吉
川
美
代
子
氏
の
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

表
彰
等
の
受
賞
者
、
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
・
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
】

新
井　

峯
子

葊
瀬　

円
昌

安
川　

惠
子

山
田　

正
一

 

　【
地
域
福
祉
推
進
功
労
者
】

新
井　

悦
子

岩
倉　

光
夫

杉
川　

俊
秀

原　

公
子

番
屋　

友
吉

古
川　

茂
雄

松
山　

さ
と
み

 

　【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

稲
山　

久
子

 

　【
金
品
寄
付
感
謝
状
】

株
式
会
社　

奥
越
公
益
社

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
女
性
部

山
内　

浩
一

山
腰　

甚
一　

　

平
成
27
年
度
賛
助
会
費
納
入
事
業

所
で
追
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

ご
芳
名
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　【
上
庄
地
区
】

フ
ク
イ
セ
イ
シ

　【
富
田
地
区
】

真
名
川
㈱

　【
市
外
】

㈱
パ
ケ
ッ
ト
デ
ズ

㈱
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

㈱
ハ
シ
ノ
メ
デ
ィ
カ
ル

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
大

野
商
工
会
議
所
女
性
会
か
ら
、『
越
前

お
お
の
産
業
と
食
彩
フ
ェ
ア
』
で
開

催
し
た
お
茶
席
の
収
益
の
一
部
と
し

て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

玉
木
千
代
美
会
長
か
ら
寄
付
金
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
、
金
森
閲

治
大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
は
、

　
「
貴
重
な
浄
財
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
財
源
は
地
域
福
祉
に

役
立
て
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

大
野
市
社
会
福
祉
大
会
開
催

大
野
商
工
会
議
所
女
性
会
が
寄
付

～
貴
重
な
浄
財　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

平田絵里香ボランティア部長の市民憲章唱和

受賞の様子

講師の吉川美代子氏

玉木千代美会長より寄贈

賛
助
会
費
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
福
祉
貢
献

　
　
　
　

14
人
・
２
団
体
を
表
彰
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主
な
活
動
と
し
て
は
、
ふ
れ
あ
い

農
園
、
家
庭
相
談
員
を
交
え
た
情
報

交
換
会
、
合
同
視
察
研
修
会
、
福
祉

講
演
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
た
ふ
れ

あ
い
農
園
活
動
で
は
、
小
山
小
学
校

校
内
に
あ
る
「
い
ふ
り
っ
こ
畑
」
に

お
い
て
地
区
社
協
・
小
山
福
寿
会（
老

人
会
）・
見
守
り
隊
の
会
員
が
小
山
小

学
校
児
童
に
対
し
て
農
作
業
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
11
月
ま

で
の
間
、
野
菜
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
様
々
な
体
験
を
し
、
収
穫
さ

れ
た
野
菜
を
使
っ
て
、
毎
年
11
月
頃

に
ふ
れ
あ
い
農
園
収
穫
感
謝
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

感
謝
祭
で
は
カ
レ
ー
を
作
り
、
児

童
が
協
力
し
た
人
を
招
待
し
て
会
食

を
行
っ
て
お
り
、
協
力
者
ら
は
毎
年

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
交
換
会
は
平
成
26
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員

・
福
祉
委
員
・
家
庭
相
談
員
な
ど
が

集
ま
り
、
地
区
ご
と
に
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
大
変
熱

心
で
、
異
な
っ
た
立
場
で
の
意
見
を

聞
く
こ
と
の
で
き
る
良
い
機
会
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
地
区
を
知
り
、
横

の
繋
が
り
を
強
め
、
よ
り
よ
い
小
山

地
区
づ
く
り
を
し
よ
う
と
励
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
山
ま
つ
り
で
は
、

毎
年
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
福
祉
相
談
な

ど
を
行
い
、
地
区
住
民
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
の
後
に
は

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
二
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
へ
の
慰
問
訪
問
を
行
っ

て
お
り
、
身
体
の
調
子
の
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
な
ど
色
々
な
お
話
を
し
て
い

ま
す
。

　

第
３
回
目
は
、
小
山
地
区
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

小
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
10
年
に
設
立
さ
れ
、
地
域
住
民

が
加
入
す
る
各
種
団
体
（
区
長
会
な

ど
10
団
体
）か
ら
選
出
さ
れ
た
理
事
・

評
議
員
61
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

無 料 相 談 業 務 の ご 案 内 

　法
律
相
談

　
土
地
・
住
宅
・
財
産
な
ど
法
律
上
の
問
題
に
弁
護

　
士
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
）

※
法
律
相
談
は
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で

　

事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
相
談

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
　
（
毎
週
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午
）

（
会
　
場
）
大
野
有
終
会
館
「
結
と
ぴ
あ
」
内
相
談
室

　電
話
福
祉
相
談

　
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
社
協
職

　
員
が
応
じ
ま
す
。

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

天
神
町
１
ー
19

　
　
（
電
話　

65
ー
８
７
７
３
）

秘
密
は
厳
守

　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

あなたの地域を
紹介します

小山地区いふりっこ畑で児童とふれあい

小山まつりで健康チェック

福祉講演会で福祉意識向上

（４）第195号平成28年（2016年）１月１日発行 お お の 社 協 だ よ り



（５） 第195号 平成28年（2016年）１月１日発行お お の 社 協 だ よ り

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
「
え
が
お
の
教
室
」
で
は
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
様
々

な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
を

し
ま
し
た
。

　

色
紙
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
切
り
取

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
活

動
の
指
針
と
な
る
第
３
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
（
平
成
23
～
27
年
度
）
が

最
終
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ

の
計
画
の
理
念
を
継
承
す
る
第
４
次

地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定

す
る
も
の
で
、
そ
の
第
１
回
策
定
委

員
会
を
11
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
策
定
委
員
に
委
嘱
状

を
交
付
し
、
委
員
長
に
地
区
社
協
代

表
の
清
水
武
正
氏
、
副
委
員
長
に
福

祉
施
設
関
係
者
代
表
の
栗
下
治
昭
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
。

　

今
後
、
２
回
の
策
定
委
員
会
を
開

催
し
、
３
月
頃
に
最
終
計
画
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
、
決
定
し
た
第
４

次
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
社
協
だ
よ
り
特
別
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
に
あ
た
っ
て
行
っ
た

第
３
次
計
画
の
実
施
状
況
評
価
は　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
ono-shakyo.jp/

）
で
公
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

っ
た
飾
り
に
、
子
供
た
ち
が
サ
ン
タ

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
願
い
を
書
き

込
み
、
玄
関
先
の
壁
面
に
に
作
ら
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
楽
し
そ
う

に
張
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
来
て
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
、
お
菓
子

の
袋
を
も
ら
っ
た
子
供
た
ち
は
大
喜

び
。

　

み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を

食
べ
て
、
子
供
た
ち
は
満
足
な
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

え
が
お
の
教
室
で
は
、
現
在
26
人

が
登
録
し
て
お
り
、
７
人
の
支
援
員

が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

開
所
日
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
た
だ
し
、
12
月
29
日
～
翌
年
１
月

３
日
は
除
く
。）
で
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

　

利
用
し
た
い
、
相
談
に
の
っ
て
ほ

し
い
場
合
な
ど
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
１
２
―
０
０
８
４　

大
野
市
天
神
町
７
―
１
８

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
え
が
お
の
教
室
」

　

電　

話　

６
４
―
５
０
０
２　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

６
４
―
５
０
０
３

～街中カフェ「ちまた」
　　　からのお知らせ～

○場所　三番通り
　（ほがらか寿司さん右隣り）
○営業日　火・水・金・土
　AM10：00～PM４：00（冬期間）
○利用料金　200円
○駐車場　有り（３台分）
○お茶をしながら笑ったりおしゃべ

りしたり、自由で心地よいひとと
きを過ごしたい方大歓迎です。

○介護予防・認知症予防に効果あり
○詳細は大野市社会福祉
　協議会のホームページ

の【ボランティア団体
紹介】をご覧ください。

策定委員に委嘱状交付

活発な意見が飛び交います

第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
中

支援員と一緒に作りました

飾りつけもバッチリ

サンタさんへの
お願いはな～に？

～えがおの教室で
　クリスマスツリーの
　　　　　　　飾りつけ～



　

大
野
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
間
の
連
携

や
組
織
的
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、

大
野
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
内
で
活
躍
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
11
人
の

委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
と
し

て
は
、
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
う
会

議
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
同
士
の
交

流
会
、
先
進
地
視
察
研
修
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
27
年
度
の
情
報
交
換

会
は
所
属
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を

そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
、
各
団
体
の
活
動

内
容
を
理
解
し
あ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
研
修
で
は
先
進
地
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、

普
段
接
す
る
機
会
の
少
な
い
異
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
の
機
会

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

（６）第195号平成28年（2016年）１月１日発行 お お の 社 協 だ よ り

　

事
前
予
約
で
は
夜
間
や
土
日
祝
日

の
利
用
（
無
料
）
も
可
能
で
す
。

○
何
が
あ
る
の
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ち
ょ
っ
と
し
た

打
ち
合
わ
せ
や
会
議
で
使
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
や
、
情
報
発
信
と
し
て
各

種
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
等
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
利
用
す
る

録
音
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学
び
た
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
に
幅

広
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
会

や
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
？

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
、
あ
な
た
が
思
い
浮
か
べ
る
こ

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
し
た
い

方
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
し
た
い
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

相
談
は
多
種
多
様
で
す
。
個
人
か
ら

組
織
に
至
る
ま
で
、
幅
広
く
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
各
関
係
機
関

や
団
体
間
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
社
協
だ
よ

り
の
発
行
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

は
大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る

ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
ど
こ
に
あ
る
の
？

　

場
所
は
有
終
会
館
２
階
の
南
側
に

あ
り
、
平
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
午

後
は
職
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

と
は
何
で
す
か
。
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
方
の
介
助
、
被
災
地
域
の
救

援
活
動
、
発
展
途
上
国
で
の
技
術
支

援
や
医
療
活
動
・
・
・
。
確
か
に
こ

れ
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
格
で

す
が
、
あ
く
ま
で
数
あ
る
中
の
ほ
ん

の
一
例
。
そ
ん
な
に
大
が
か
り
な
こ

と
や
特
別
な
行
い
ば
か
り
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
簡
単
に
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
も
っ
と
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
道
で
迷
っ

て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
声
を
か
け
た

く
な
り
ま
せ
ん
か
、
電
車
で
お
年
寄

り
に
席
を
ゆ
ず
り
た
く
な
り
ま
せ
ん

か
。
私
た
ち
は
普
段
か
ら
特
別
に
意

識
す
る
こ
と
な
く
ご
く
ご
く
自
然
に
、

困
っ
て
い
る
人
に
対
し
何
か
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
〝
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
芽
〟
が
あ
な
た
の
中
に

も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。

　

そ
の
芽
に
少
し
水
を
あ
げ
て
育
て

る
努
力
を
す
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
花
は
咲
く
の
で
す
。
大
野
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
〝
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
芽
〟
を
育
て
る
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

先進地視察研修

交流会での手話体験

交流会での一コマ

こ
ん
に
ち
は
！

　

大
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
で
す
！

私たちが
ボランティア活動
ネットワークです

福祉体験で点字指導



ぎ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

対
象
地
区
の
地
区
社
協
役
員
と
福

祉
委
員
が
３
色
お
は
ぎ
と
枕
を
持
っ

て
慰
問
。

　

こ
の
活
動
は
、
20
年
以
上
続
く
恒

例
事
業
で
、
配
ら
れ
た
慰
問
品
を
受

け
取
っ
た
高
齢
者
は
「
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
お
は
ぎ

を
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　【
和
泉
地
区
】

　

11
月
８
日
に
、
福
祉
講
演
会
が
和

泉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

和
泉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
稲

郷
榮
一
会
長
）
が
主
催
し
、
地
区
住

民
82
人
が
参
加
。

　

第
１
部
で
は
、
和
泉
診
療
所
の
山

﨑
高
宏
医
師
が
「
ポ
ッ
ク
リ
逝
き
た

い
・
逝
か
せ
た
い　
こ
こ
だ
け
の
話
」

と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
﨑
医
師
は
、「
ポ
ッ
ク
リ
逝
く
の

（７） 第195号 平成28年（2016年）１月１日発行お お の 社 協 だ よ り

定
な
ど
の
無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行

っ
て
お
り
、
参
加
者
は
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

11
月
12
日
13
日
の
両
日
、
和
泉
地

区
福
祉
委
員
会（
米
倉
治
一
会
長
）は
、

大
野
市
消
防
署
和
泉
分
遣
所
の
協
力

を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
防
火

安
全
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

時
期
に
な
り
火
災
な
ど
の
危
険
性
が

高
く
な
る
冬
を
前
に
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
危
険
を
少
し
で
も
減
ら
し
安

心
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
福
祉
委
員
３
人
、
和
泉

分
遣
所
職
員
３
人
が
参
加
し
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
。台
所
や
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

を
点
検
、
指
導
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

防
火
安
全
見
守
り
活
動
を
受
け
た

高
齢
者
か
ら
は
、「
こ
れ
で
安
心
し
て

冬
を
迎
え
ら
れ
る
の
ぉ
」
と
安
堵
の

表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　【
乾
側
地
区
】

　

11
月
26
日
に
、

乾
側
地
区
で
80
歳
以

上
の
高
齢
者
１
４
８
人

を
対
象
に
歳
末
友
愛
慰
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

乾
側
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
南

部
新
一
会
長
）
役
員
が
、
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

ど
ら
焼
き
を
準
備
し
、
袋
詰
め
作
業

を
行
い
、
袋
詰
め
さ
れ
た
慰
問
品
を

乾
側
地
区
の
福
祉
委
員
が
対
象
者
に

届
け
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
包
装
さ
れ
た
慰
問
品
を

受
け
取
る
と
、
高
齢
者
ら
は
「
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
」
と
ど

な
た
も
大
喜
び
で
し
た
。

　【
上
庄
地
区
】

　

11
月
29
日
に
、
上
庄
地
区
で
70
歳

以
上
の
二
人
暮
ら
し
高
齢
者
61
世
帯

を
対
象
に
歳
末
友
愛
訪
問
と
、
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
69
世
帯
を
対
象

に
家
族
介
護
者
支
援
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
庄
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
清

水
文
子
会
長
）
役
員
が
上
庄
公
民
館

で
慰
問
品
を
袋
詰
め
し
、
上
庄
地
区

の
福
祉
委
員
が
各
担
当
集
落
に
届
け

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
同
地
区
社
協
の
恒

例
の
事
業
の
一
つ
で
、
訪
問
を
受
け

た
対
象
者
は
、「
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
何
度
も
手
を
合
わ

せ
て
慰
問
品
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　【
富
田
地
区
】

　

11
月
28
日
に
、
富
田
地
区
で
90
歳

以
上
の
在
宅
高
齢
者
65
人
を
対
象
に

友
愛
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
田
公
民
館
調
理
室
で
、
地
区
社

協
理
事
が
お
は
ぎ
を
調
理
。
男
性
役

員
も
協
力
し
、
お
い
し
い
３
色
お
は

は
理
想
で
は
あ
る
が
、現
実
難
し
い
。

日
頃
か
ら
自
分
の
意
思
を
き
ち
ん
と

伝
え
る
こ
と
が
、
残
さ
れ
た
家
族
に

と
っ
て
は
幸
せ
に
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
自
分
自
身
も
幸
せ
に
逝
け

る
」
と
話
さ
れ
、
自
分
の
最
後
を
考

え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
み
ん
な
で
支
え
よ

う
認
知
症
」と
題
し
て
、認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
和
が

家
の
皆
さ
ん
が
、
地
区
の
小
・
中
学

生
22
人
と
共
に
寸
劇
を
披
露
。

　

参
加
者
は
、
認
知
症
の
症
状
や
家

族
の
介
護
の
大
変
さ
、
本
人
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
地
域
の
中

で
認
知
症
の
早
期
発
見
や
支
え
合
う

重
要
性
を
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

別
室
で
は
、
福
祉
用
具
の
展
示
、

介
護
食
の
試
食
、
血
圧
・
血
糖
値
測

各
地
区
社
協
等
の

活
動
報
告

乾側地区社協役員で袋詰め

上庄地区福祉委員が慰問

富田地区社協理事が思いを込めて作成

山﨑医師の講演会

消防署職員と共に安全点検
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川
上　

美
智
子

髙
田　

澄
子

天
満
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

花
房　

次
夫

巻
寄　

和
代

中
川　

八
重
子

斉
藤　

愛
美

斉
藤　

将
也

石
森　

豊
子

南
部　

智
子

小
山　

佳
代
子

廣
瀬　

多
美
子

田
崎　

喜
代
忠

ベ
ル
ジ
ュ
ア
ダ
チ

原　

冨
士
子

尾
崎　

明
美

山
崎　

豊
子

大
野
市
役
所
税
務
課

広
瀬
病
院

高
砂
町
一
区
婦
人
会

原　

ひ
な
た
・
ひ
よ
り

小
山
公
民
館

山
川　

し
げ
子

橋
爪　

清
津
子

穴
田　

房
子

反
保　

輝
子

喜
幸

山
本　

由
美
子

㈱
南
カ
ー
セ
ン
タ
ー

野
口　

萌
奈

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
大
野
分
室

㈲
加
藤
左
官
工
業

大
倉　

清
嗣

細
沢　

月
楓

細
沢　

來
生

喫
茶
エ
ミ

理
容
ナ
カ
モ
リ

清
水　

光
子

米
村　

二
郎

平
沢
婦
人
会

宮
下　

多
津
子

日
本
観
光
公
社

畑
中　

節
子

橋
本　

し
ず
子

友
高　

公
夫

乾
側
小
学
校

美
里
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

山
下　

真
理
子

幅
岸　

智
代
子

三
輪　

と
も
子

松
田　

和
香
那

木
下　

初
江

田
中　

安
雄

小
嶋　

ハ
ル
エ

森
口　

明
雄

春
日
三
丁
目
中
区
婦
人
ク
ラ
ブ

㈲
真
栄
ガ
ラ
ス

中
出　

清

牧
野　

華
苗

ス
ナ
ッ
ク
亜
紀
子

山
川　

正
彦

開
発
長
生
会

ビ
ュ
ー
ト
（
理
・
美
容
）

辻　

和
子

東
中
野
町

大
野　

明
美

加
藤　

一
義

松
田　

貞
子

福
祉
こ
ど
も
課

古
里
（
朝
日
地
区
）

和
泉
地
区
婦
人
会

和
泉
支
所

高
畑　

勝
子

江
嶋　

ひ
ろ
子

広
瀬　

君
子

小
林　

良
昭

前
田　

和
彦

前
田　

ま
つ
乃

前
田　

房
子

河
本　

章
雄

田
中　

え
み
子

松
本　

智
恵
美

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
麻
那
の
会

越
峰
流
大
野
支
部

岸
田　

と
み
子

横
田　

良
子

瀬
戸　

道
子

春
日
野
区
サ
ロ
ン
と
ね
き
沢

松
田　

ゆ
り
子

櫛
田
造
園

乾　

礼
子

一
乗
ハ
イ
ツ

森
田　

正
信

高
橋
看
板

春
日
二
丁
目
西
区

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
キ
バ
ヤ
シ

上
村　

ヨ
シ
子

山
下　

喜
美
江

㈱
フ
ク
イ
ヤ

テ
ラ
ル
の
ほ
ほ
え
み

髙
田　

育
代

斉
藤　

翔
稀

斉
藤　

亜
咲
美

牧
野　

美
雪

三
谷　

寛
治

野
田
口　

三
千
雄

歸
山　

夏
實

す
ず
ら
ん
の
会

安
川　

れ
い
子

中
村　

直
美

岸　

大
介

岸　

志
津
可

岸　

來
美
那

岸　

來
壱
碧

居
酒
屋
秀
吉

北
陸
銀
行
大
野
支
店

大
野
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　

セ
ン
タ
ー（
表
具
班
）

大
石　

芙
美
子

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン

伊
東　

き
く
の

阪
谷
そ
ば
愛
好
会

有
明
町
長
生
会

一
品
料
理
長
谷
川

横
町　

純

森
永　

智
子

南
部
（
吉
野
町
）

大
野
和
光
園

み
ち
し
ば
の
会

南
部
民
児
協

伊
織
建
築
有
限
会
社

宗
信　

や
ゑ
子

池
田　

美
榮
子

山
田　

二
三
子

安
川　

幸
代

広
瀬　

則
子

子
育
て
交
流
広
場

　
　
　
　
　

ち
っ
く
た
っ
く

松
田　

八
重
子

山
崎　

與
作

石
森　

豊
子

㈲
西
川
建
築
設
計
事
務
所

田
辺　

康
雄

清
水　

さ
だ
を

㈱
オ
ザ
キ
ス
ポ
ー
ツ

後
藤　

宮
子

辻　

洋
子

斉
藤　

充

増
田
板
金
工
業
所

中
川　

一
枝

柳
原　

美
智
子

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

嵐
谷
建
具
店

行
平　

金
五
郎

常
見　

誠
子

奥
越
地
区
流
通
委
員
会

乾
側
地
区
女
性
の
会

田
中　

真
里
子

視
覚
福
祉
協
会

美
濃
嶋　

明
美

加
藤　

美
智

山
下　

美
貴
子

川
端　

美
智
子

水
上　

勇
一

砂
子
整
骨
院

大
野
市
職
女
性
部

佐
々
木　

峰
子

安
川　

光
男

村
上　

哉
翔

村
上　

愛
昊

村
上　

夢
晃

清
水　

梨
沙

石
本　

圭
子

田
中　

キ
ヌ
エ

中
村　

勝
彦

宮
腰　

正
美

幾
山　

よ
し
子

明
治
安
田
生
命
大
野

パ
ル
ス
㈱

山
村　

美
智
子

大
野
市
婦
人
福
祉
協
議
会

井
部　

弘

神
谷　

正
夫

清
水　

克
美

田
中　

英
樹

蔵
敷　

敏
子

尾
崎　

智
恵
子

中
矢　

順
子

あ
す
か
・
さ
や
か

加
藤　

と
し
子

８
番
ラ
ー
メ
ン

松
田　

百
合
子

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
羽
生

村
上　

幸
子

石
原　

き
よ
み

盛
田　

公
子
（
絆
）

松
山　

恵
子

結
の
郷

清
水
仏
壇
店
㈲

竹
内　

澄
子

加
藤　

成
子

山
田　

の
ぶ
え

山
田　

は
る
み

田
中　

敏
雄

サ
ル
ビ
ア
趣
味
の
会

蛍山
本
旅
館

斉
藤　

八
郎

㈲
扇
屋

笹
島　

唯
衣

笹
島　

優
希

杉
本　

あ
い
子

Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｄ
Ｙ

川
堺　

和
子

明
先　

吉
夫

窪
土　

次
男

山
口　

き
み
代

脇
本　

小
代
子

匿
名
六
名

次
回
発
行（
第
１
９
６
号
）

は
３
月
１
日
の
予
定
で
す
。

松
田　

守
男
（
理
容
）

大
庭　

勝
子

巻
寄　

有
子

阪
谷
公
民
館

山
田　

孝
治

橋
本　

麗
子

石
川　

浩
江

千
原　

よ
し
子

小
池　

博
子

田
中　

み
ち
子

大
石　

敏
彦

西
村　

た
か
子

宮
腰　

清
子

松
田　

つ
や
子

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
バ
ル
）

内
田　

文
子

玉
山　

星
南

ス
ポ
少
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

下
庄
ク
ラ
ブ

円
和
寺

竹
内　

あ
ゆ
み

川
崎　

長
子

藤
井　

よ
し
子

天
神
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

乾
側
公
民
館

中
村

山
川　

和
子

乾　

匡

阪
井　

幸
一
郎

マ
ル
ハ
ン
大
野
店

角
屋　

明
美

東
大
月
自
治
会

山
田　

久
子

廣
瀬　

武
子

広
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク

阪
谷
小
学
校

水
上　

か
よ
子

木
工　

愛
斗

木
工　

あ
り
さ

塚
田　

凌

米
村　

和
由

古
世　

高
美

中
川　

加
寿
子

勝
矢　

ひ
ろ
子

松
井　

憲
夫

藤
井　

郁
久

石
本　

美
奈
子

石
田　

千
真

◆
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金
◆

第
11
回
ハ
ニ
ー
新
鮮
館
杯

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
一
同

　
　
　
　

２
８
，
８
０
０
円

葊
瀬
末
治

　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

前
田
し
す
ゑ

　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
円

大
野
商
工
会
議
所
女
性
会

　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

尾
花　

と
み
江

　
　
　

２
０
０
，
０
０
０
円

そ
ば
打
ち
愛
好
会

　
　
　

め
ん
棒
く
ら
ぶ
大
野

　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

申　

東
奎

　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円

◆
古
切
手
・
リ
ン
グ
プ
ル
◆

ヒ
ロ
デ
ン

加
藤　

絹
代

大
野
水
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

廣
瀬　

美
智
子

岩
田　

ヒ
ロ
子

長
生
会
第
２
ク
ラ
ブ

岡
田
木
材
㈱

大
野
市
市
民
生
活
課

前
田
電
気
株
式
会
社

長
谷
川　

美
代
子

山
形　

愛
子

春
日
保
育
園

金
谷　

政
男

徳
佐　

妙
子

金
子　

清
子

円
法　

陽
子

山
口　

久
子

東　

政
江

長
谷
川　

と
み
子

石
田　

蒼
空

石
田　

煌
祈

小
矢
戸
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

酒
井　

法
子

脇
本　

き
よ
子

脇
本　

朝
子

遠
藤　

金
作

城
地　

日
菜

城
地　

さ
と
子

や
さ
し
く
あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）


